
三重大学 国際講演会

アプリシエーティブ・インクワイアリー

人と組織の可能性を引き出すアプローチ

講師：リンダ・メコーリ博士

スプリングフィールド・コミュニティカレッジ教授

プロフェッショナル・ディベロプメント・センター
Linda L. Meccouri, Ph.D.
Professor of Engineering Technologies
Coordinator, Professional Development Center
Springfield Technical Community College, U.S.A.

アプリシエーティブ･インクワイアリー(appreciative inquiry)は、肯定的、協働的、創造的

組織変革法です。世界各地で、活力を失っている組織が、アプリシエーティブ･インクワイ
アリーを通して、一人ひとりの個性を生かしながら、エネルギーを得て変革を成功させて
きました。大学、企業、国際機関、自治体、病院、福祉施設、NPOなどにエネルギーを注
ぎ込んできたアプリシエーティブ･インクワイアリーの全体像が、紹介されます。

1.講演会（事前申込不要、定員200名、参加費無料）
対 象 ： どなたでも参加できます。通訳あり。
日 時 ： 2011年3月14日（月） 14：30～16：30 講演

16：30～17：00 質疑応答
会 場 ： 三重大学共通教育校舎190番教室

2.情報交換会（事前申込要、会費制）
日 時 ： 2011年3月14日（月）17：30～19：30
会 場 ： レストランパセオ（三重大学内）
会 費 ： 一般・教職員4,000円、学生2,000円

（当日講演会の受付で徴収させていただきます。）
申込締切： 3月7日（月）13：00まで

所属・氏名・連絡先を添えて下記へお申込み下さい。

【申込・問い合わせ】
国立大学法人三重大学
高等教育創造開発センター 事務担当
TEL&FAX：059‐231‐5615（内線3771）
E‐mail：hedc@ab.mie‐u.ac.jp

アプリシエーティブ･インクワイアリー(AI)とは、問いや探求を通して、個人の価値や持ち味、組織全体の真価を発見し認
め、それらの価値の可能性を最大限に活かす仕組みを生み出すプロセスです。AIを用いることによって、以下のような効
果があります。
①質問を通して、長所、理想、夢などを共有し、 組織の新しい文化を作り出します。
②自分たちの潜在的可能性を探求し、変化へ向かう肯定的なパワーを生み出します。
③参加者の視座が高まることで、全体性を認識できるようになります。
④組織と未来への共有イメージを生み出し、全員がコミットした持続的な成長プランを作り出します。

アプリシエーティブ･インクワイアリーは、4つのDを用いたプロセスで行われます。

アプリシエーティブ・インクワイアリーとは・・・

１．Discovery
個人と組織の強みや価値(Positive Core)の発見

２．Dream
変革に向けて、組織の最高の可能性を想像

３．Design
変革の道筋をデザイン

４．Destiny
達成に向けた、持続的な取り組み
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